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東
宇
治
に
開
回
し
た
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

［ ・図書室に故渡辺市長の遺志をいかした渡

辺文庫できる

・半白集会所オープン

・財政専門委員会スタート

‾・参議院議貝選挙Ｉ7と」

・お年寄りの鳳凰大学が開校

・（財）宇治廃棄物処理公社スタート

暖房器具
家庭金物

・宇治川塔ノ島で消防出初式［ｊ：＾］

・成人式（1，713人が成人）．’

・第2次宇治市交通安仝計両きまる

ー・国保運営協議会が健康保険料の資産割廃止を答申Ｉ

2＾」・奥広野集会所・妙楽集会所・中の田集会所・名木集会所が

オープン・

・市長を囲んでの第1回農政懇談会開かれる

・定例市議会で52年度予算可決（一般会計は約129億円）［

3？］・宇治市土地開発規制条例か施行

・自治功労者40人，技能功労者28人を表彰

・一人暮らし老人の会か結成

・宇治橋付近景観保全対策協議会か答申

・南浦保育園と明星保育園かオープン［4？Ｊ

・府立西宇治高校が開校

・医療問題懇談会スタート

し
た
。
市
民
生
活
は
不
況
と
イ

ン
フ
レ
か
同
時
進
行
す
る
な
か

で
、
き
わ
め
て
苦
し
く
な
り
。

一
方
、
宇
治
市
政
も
か
つ
て
な

い
財
政
危
機
の
な
か
で
、
苦
し

い
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
の
宇
治
市
の
一
年
間
の
歩

み
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
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揺
れ
動
い
た
昭
和
五
十
二
川

の
み

ｙ
年
1
－
今
年
も
大
変
な
年
で
ｍ

・京滋バイパス環境影響評価の調

査項目きまる

‾・市議会議長に野上清一議員，副｜！＾」

議長に江口辰造議員など議会役

員きまる

・小倉町神楽田遺ｍで弥生式土器

か発掘

発行所宇治市役所

京都府宇治市宇冶琵琶33番地

電話＠3141㈹

印刷所新進堂印刷

歳末大特価セール中
各種石油スドブ｜

；
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ユ
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エ具・日・大工皿，水ｌ：・カミｍ四
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市
役
所
の
業
務

2
9
日
か
ら
3
日
ま
で
休
み

今
年
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

年
末
の
市
役
所
の
一
般
業
務
は
1
2

月
2
8
日
で
柊
ひ
ま
す
。

年
末
に
な
る
と
、
戸
箱
謄
・
抄
本

や
印
か
ん
証
明
な
ど
の
交
付
、
税
務

市
税
の
出
張
徴
収

今
月
は
2
6
日

▽
と
き
・
・
・
1
2
月
2
6
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

木
幡
公
民
館
大
和
田
公
会
堂

神
明
公
民
館
開
公
民
館

‘
広
野
公
民
館
日
一
椋
公
会
富

今
月
は
、
固
定
資
居
税
三
期
分
の

納
期
月
で
罵
ま
た
、
滞
絹
市
税
が

ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｗ
し
た
ら
合
わ
せ
て
納
め
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
の
制
Ｍ

・
≪
）
ｉ
Ｓ
ｓ
＞
ま
す
の
で
、
銀
行
な
ど
の
窓

口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

＝
＝
＝
＝
Ξ
＝
Ξ
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
Ξ
Ξ
＝
Ξ
＝
Ξ
Ξ
＝
＝
Ξ
Ξ
＝
＝

入所申請受付日と場所

1
月
7
日
か
ら
受
付

所
入
所
申
請
用
紙
を
各
保
育
所
（
園

）
と
福
祉
事
務
所
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

▼
入
所
申
請
が
で
き
る
人

来
年
の
4
月
1
日
現
在
で
、
生
後

六
ヵ
月
以
上
（
た
だ
し
、
宇
治
、
く

り
く
ま
、
北
木
幡
、
北
小
倉
の
保
育

所
・
園
で
は
産
休
明
け
保
育
を
実

施
。
生
後
六
週
間
以
上
で
、
1
月
3
1

月日（曜日） 受付．場所｜
1月7日（土）木幡保育所 北木幡保育所
9日（月）のぽり保育園 司政仔品圖
10日（火）

三室戸保育園※仮称あさひ保育園
宇治保育所

11日（水）くりくま保育園 善法保育所
13日（金）同胞保育園 大久保保育所
14日（土）小倉双葉園保育所 ※伊勢田保育園
17日（火）北小倉保育所 聶Ｊｙｊ剔1
18日（水）ひいらぎ保育園 槙島保育所
20日（金）福祉事務所 広野保育所
21日（土）福祉事務所

※明星保育園となかよし保育園は大和田公会堂で，仮称

あさひ保育園は三室戸保育園で．市浦保育園は西小倉
保育所で，伊勢田保育園は小倉双ｍｍで受付します。

○受付時間はいずれも午前ｌＯ時から午後4時までです。

な
ど
窓
口
関
係
の
仕
事
は
た
い
へ
ん

混
み
合
い
ま
す
。
ご
用
の
あ
る
人
は

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚

なくそう火災

姻
届
、
離
婚
届
は
休
み
中
で
も
受
け

付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
会
計
課
の
支
払
い
も
2
8
日

ま
で
で
す
の
で
、
支
払
通
知
書
を
受

け
ら
れ
た
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
始
は
、
1
月
4
日
か
ら
平
常
通
り

業
務
を
し
ま
す
。

図
書
室
は
5
日
か
ら

な
お
、
市
民
会
館
図
書
室
は
1
2
月

2
8
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
室
し
ま

す
。

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
つ
け
込
む
の

が
恐
し
い
火
災
。

と
く
に
、
年
末
年
始
を
休
業
さ
れ
る
会
社

で
は
防
火
管
理
を
徹
底
し
、
家
庭
で
は
、
暖

房
器
具
の
使
い
方
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
た
ち
の
火
遊
び
は
や
め
さ
せ
ま
し

一

○
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う

日
現
在
出
生
届
け
を
出
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
な
お
、
北
木
幡
・

北
小
倉
両
保
育
所
は
、
来
年
4
月
か

ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
）

六
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、
い
ず
れ
も

母
親
が
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
な
ど
児
童
を
保
育
で
き
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
。

▼
受
付
日
・
場
所

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
保
育
所

で
お
申
し
込
み
で
き
な
い
人
は
、
1

月
2
0
日
と
2
1
日
に
福
祉
事
務
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
日
に

や
む
得
な
い
事
情
等
で
申
請
で
き
な

い
人
は
3
1
日
ま
で
受
付
を
し
ま
す
。

・
入
所
申
請
書
に
は
、
母
親
の
在
職

証
明
書
、
勤
務
先
の
五
十
二
年
分

源
泉
徴
盛
一
な
ど
を
必
ら
ず
添
え

て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
入
所
し
て
い
て
、
来
年
度
も

引
き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
入
所
申
請
書
に
在
職
証
明
書

な
ど
を
添
え
て
、
1
月
7
日
か
ら

1
1
日
ま
で
に
、
現
在
入
所
し
て
い

る
保
育
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
昼
間
里
親
制
度
（
個
人
の

家
庭
で
生
後
六
週
間
以
上
三
歳
未
満

の
乳
児
を
保
育
）
を
ご
希
望
の
人
も

1
月
2
0
日
、
2
1
日
、
3
1
日
の
午
後
4

時
ま
で
保
育
課
で
受
付
を
し
ま
す
。

（
保
育
課
）

国
民
年
金
の

保
険
料
納
付
を

国
民
年
命
一
の
保
険
料
三
期
分
の
納

期
限
は
1
2
月
3
1
日
で
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
将

来
、
年
全
一
を
受
け
る
と
き
に
不
利
な

扱
い
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
い
ま
一
度
、
確
め
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
一
期
、
二
期
分
を
未
納
の

人
も
、
こ
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
納
付

く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
納
付
や
国
民
年
金

に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

冬本番年末のお知らせ
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－

水道管にも防寒を
；

：
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市
役
所
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

夜
間
の
冷
え
込
み
も
一
段
と
き
ぴ

し
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
。

戸
外
に
あ
る
水
道
管
は
、
寒
さ
の

た
め
に
凍
結
し
た
り
破
損
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
温
材

を
巻
き
付
け
る
な
ど
早
め
に
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

保
温
に
は
手
近
な
も
の
と
し
て
、

布
や
市
販
さ
れ
て
い
る
発
泡
迂
丿
ロ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
巻
き
付
け

そ
の
う
え
に
ピ
‘
Ｔ
ル
を
巷
い
て
水

に
濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
効
果
が

あ
ｓ
＞
ま
す
。

も
し
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
凍
っ

た
部
分
に
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
う
え

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
、
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を

か
け
る
と
水
城
管
が
割
れ
ま
す
か
ら

絶
対
に
か
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
管
が
破
損
し
た
と
き

は
水
遭
の
公
認
莱
者
へ
直
接
連
絡
し

年
末
年
始
の

修
理
は

公
認
業
者
へ

＜年末年始の公認業者当番表＞

1

●3

1

●2

1

●1

12

31

12

30

12

29
月日

11

§台

所

31志

加

賀工

業
所

311

5815

宇治

川工

業所

311

8688

㈱新

下
工

業

221

0946

池

田工

業
所

321

5752

南

郷工

業
所

211

2310

東

地

区

急

田工

鳶

21

2385

大

川

設

備

231

6275

関

口

工

業

22ふ

山里

；；

22

5332

』

業1

，

蛮Ｊ

Ｐ

22ふ

中

地

区

朝
日

建
設

㈱

211

2185

雲

Ｘ

所

？

1474

彩

光

設

備

231

2376

植田

ポン

プ㈱京

2261111

52235127

木

下

商

店

211

2689

ウチ

管ラ工

事㈱

431

1141

西

地

区

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

元
気
よ
く
お
も
ち
つ
き

こ
の
訓
。
’
食
は
、
全
国
の
製
塩
菜
の

す
が
た
や
製
造
業
活
動
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。
と
く
に
、
最
近
の
き
ぴ
し

い
経
済
見
通
し
の
中
で
、
こ
の
調
査

の
結
果
は
多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
は
、
年
末

年
始
で
忙
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま

も
な
く
調
査
員
が
、
う
か
が
い
ま
す

の
で
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
企
画
調
整
室
）

成
人
の
日
の

つ
ど
い
を
開
催

ご
贈
答
に

宇
治
茶
を

跨
冊
絣か

ん
ぱ
や
し
Ｌ
ゆ
ん
し
↓
う
は
ん
て
ん
Ｉ
牡
か
推
本
な

分

合林
宇
治
市
宇
治

で
ん
わ
二
三
―
八
八
五
五

以
辻
利
一
本
店

宇
治
市
宇
治
橋
通
り
三
丁
目

（
妙
楽
五
四
）

電
話
ニ
ニ
ー
二
一
二
二
代
）

二
三
－
八
八
一
一
（
代
）

ａ
ｅ
中
″
彗
沓

電宇国

鉄
宇
治
駅
前

治
市
宇
治
一
番
十
番
地

話
ニ
ニ
ー
七
八
〇
〇
（
代
）

宇
治
茶
い
ち
ば
ん

命
日
の
出
回
本
店

宇
治
市
宇
治
橋
西
詰
（
〒
6
1
1
）

電
話
ｏ
ｍ
ｏ
Ξ
）
ｍ
ｏ
ｏ
Ｂ
代
表

起
風
堂
堀
井
製
茶
場
4
店

宇
治
市
宇
治
妙
楽
八
十
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
宅
茜
（
言
一
一
一
八
（
代
）

保育所の

入所申請
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Ｏ
日

す
６
ま
月
い
１
行
は
を
尿
築
し
収
゛
Ｏ

の
ら
い

で
か
さ

ん
日
だ

組
４
く

を
月
せ

程
１
合

日
れ
い

別
ぞ
問

特
れ
お

は
そ
で

尿
か
ま

し
ミ
３
゛
ゴ
番

集
い
4
1

収
な
3
1

長
え
＠

詣
Ｅ

で
ミ
掃

ま
ゴ
清

日
る
所

3
0
え
役

朗
燃
市

Ｉ
Ｉ
Ｉ

は
は
ら

～
Ｎ
た

ゴ

讐

る
Ｏ
ま

え
い
い

燃
さ
ざ
゛
だ
ご

と
く
が

心
讐

だ
ご
い

た
う
な

い
よ
ら

て
い
か

え
な
わ

迎
の
で

を
れ
尿も
し

一
一
一

や

お

鸞

ヽ

な
゛
ゴえ
Ｏ

９

つ
■
ｕ

に
の
ま

ん
め
め

さ
確
始

な
お
を

み
を
務

の
日
業

四
驚

週
二
回
収
集
を
開
始

ゴ
ミ
は
定
点
（
集
積
場
）
へ

宇
治
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
燃
え
る
ゴ
ミ

の
週
二
回
収
集
を
、
今
月
十
九
日
か

ら
全
市
一
斉
に
テ
ス
ト
災
厄
に
入
り

ま
し
た
。

十
二
月
十
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り

燃
え
な
い
ゴ
ミ

仙
郷
山
処
分
地

3
0
日
の

正
午
ま
で

仙
郷
山
に
あ
る
市
営
粗
大
ゴ
ミ
ｂ
!

分
地
は
1
2
月
3
0
日
午
後
か
ら
来
年
１

月
３
日
ま
で
休
み
ま
す
。

年
末
は
非
常
に
処
分
地
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
ゴ
ミ

を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ゴ
ミ
の
持
ａ
Ｗ
!
-
？
は
、
朝

霧
商
店
街
（
川
東
）
か
ら
の
搬
入
を

蒙
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
府
這
大
津

爾
郷
宇
治
線
ぶ
通
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
は
カ
バ
ー
を
か
け
る

か
、
ロ
ー
プ
を
か
け
る
な
ど
し
て
絶

対
に
落
ち
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

で
、
地
区
別
の
収
集
曜
日
を
ぐ
わ
し

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

確
め
の
う
え
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、

決
め
ら
れ
た
定
点
（
集
積
場
）
ヘ
ゴ

ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
市
民
の

3
0
日
ま
で
収
集

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
し
ま
す
。

ゴ
ミ
ぷ
薪
年
に
持
･
ｓ
m
i
な
い
よ

う
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
、
必
ず
定

点
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

23日から特別収集

み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
ゴ
ミ
減

量
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ

ミ
の
週
二
回
収
集
を
機
会
に
、
水
切

り
運
助
、
分
別
運
動
、
古
紙
回
収
事

業
な
ど
に
、
い
っ
そ
う
の
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
合
句

心
驚

1
2
管
’

琵

。
怒
Ｅ

皿

誓
”

ｈ
’
ぐ

〃
｀
ホ
柚
ン
｛
一必

歯″
Ｏ
太

ら
い
゛

た
さ
冶

し
だ
t
ｊ

■
Ｍ
く
゛

り
絡
¢

哺
連
″

ヵ
ご
Ｗ

れ
に
も
で
み
ま
く
時゛
1
0

に
前
内
午
年
の

四１

日６り
４

一
Ｉ
Ｅ四

Ｉ
一ｆ

古紙回収事業に

ご協力ください

ゴ
ミ
減
量
の
一
つ
と
し
て
、
一
昨
年
八
月
か
ら
古
紙
回
収

（
古
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
約
百
五
十
の
自
治
会
や
町
内
会
、
団
体
等
で
古
紙
回
収

事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
こ
れ

ら
自
治
会
の
ご
協
力
で
約
六
百
ト
ン
の
古
紙
回
収
の
成
果
か

あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
減
量
を
更
に
進
め
る
た
め
の
古
紙
回
収
事
業
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
回
収
古
紙
に
は
Ｉ
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
五
円

の
報
償
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。
‐

な
お
、
現
在
、
土
曜
日
に
古
紙

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
週

二
回
収
集
を
機
に
水
曜
日
に
変
更
Ｄ

し
ま
す
。
‘

古
紙
回
収
事
業
の
実
施
に
つ
い
？

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活
環
境

心
九
Ｊ
Ｗ

部
清
掃
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
Ｏ
-
'
1

半
分
以
上
は
水
分

処
理
に
半
分
以
上
の
経
費
を
く
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

各
家
庭
で
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
手
間
を
か
け
、
水
切
り
を
し
て
い

た
だ
く
と
ゴ
ミ
量
か
グ
ン
と
減
り
、
経
費
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
は
分
け
て

ど
が
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
出
さ

れ
て
い
る
の
か
み
ら
れ
ま
す
。

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
焼
却
炉
の

寿
命
を
短
く
し
、
修
理
費
が
か

さ
む
原
因
に
な
り
ま
す
。

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
の
は
次
の
も
の
で

す
。
金
属
（
空
カ
ン
、
家
電
製

品
を
含
む
）
ガ
ラ
ス
、
ピ
ン
、

ゴ
ム
、
皮
、
ビ
｝
Ｔ
ル
、
プ
ラ
ス

チ
プ
ク
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
陶
器

灰
類
。
各
ご
家
庭
で
よ
り
一
層

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

せふ
ぷ
い々
Ｃ

で
下
質寸

ご
ま

引
お
か
に
寸
ち
絹
た
お
私
混

Ｃ
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長
期
間
放
置
の
自
転
車
を
撤
去

。
（

1
1
2
月
8
日
、
近
鉄
小
倉
駅
前
で
）

昭
和
五
十
一
年
度
宇
治
市
一
般
会

計
等
の
決
算
審
査
が
、
さ
る
十
月
十

二
日
か
ら
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
行
政
部
門
『

別
の
審
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。
。

0
十
月
十
二
日
…
…
総
務
部
関
係
で

は
、
市
民
税
事
務
等
で
の
電
算
委

託
に
つ
い
て
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
持
の
た
め
条
例
制
定
を
検

討
す
る
吝
つ
要
望
が
あ
っ
た
ほ
か

企
画
管
理
部
で
は
、
統
計
、
調
査

査
料
。
の
整
備
充
実
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
’
市
か
ら
は
、
当
面
、
類

似
都
市
の
資
料
を
中
心
に
整
備
し

。
将
来
は
、
規
則
を
制
定
す
る
な
か

で
、
行
政
資
料
室
を
創
設
し
て
い

き
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

。
だ
・

○
十
月
十
九
日
…
…
市
民
部
関
係
で

こ
は
、
‘
市
民
会
館
図
書
室
の
設
備
充

実
お
よ
び
宇
治
川
を
中
心
と
す
る

た
ば
こ
は
宇
冶
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

、
’
た
ば
こ
を
宇
治
市
内
で
買
え
ば
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
宇
治
市
内
で

そ
の
本
数
に
応
じ
て
日
本
専
蓉
公
社
買
わ
れ
た
た
ぱ
こ
は
約
二
億
五
千
八

か
ら
宇
治
市
へ
「
た
ば
こ
消
費
税
」
百
万
本
で
、
約
二
億
一
千
八
百
万
円

が
納
付
さ
れ
ま
す
。
の
た
ぱ
こ
消
費
税
が
納
付
さ
れ
ま
し

伊
勢
田
と
小
倉
で
強
制
撤
去

十
二
月
八
日
、
市
で
は
近
鉄
小
倉

駅
と
伊
勢
田
駅
に
長
期
開
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
軍
を
強
制
撤
去
し
ま
し

ち
こ
の
強
制
撤
去
は
、
さ
る
二
日
に

開
か
れ
た
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協

礪
会
で
決
定
。
ま
ず
、
Ｋ
テ
＾
ヵ
’
。

で
「
放
置
し
て
お
け
ば
八
日
以
降
撤

去
し
ま
す
」
と
事
前
に
警
告
し
た
の

ち
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
て
、
現

在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
‘

自
転
軍
に
つ
い
て
の
み
西
宇
治
公
園

（
北
小
倉
小
向
か
い
）
へ
移
動
さ
せ

ま
し
た
。
‘
。

観
光
資
源
の
開
発
等
に
つ
い
て
質
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
用
地
選
定

疑
が
あ
り
、
市
か
ら
は
、
図
書
の
等
、
具
体
的
作
業
を
進
め
て
い
き

閲
覧
室
を
広
げ
る
こ
と
に
は
、
困
た
い
、

‘公
立
病
院
に
つ
い
て
は
、

難
な
問
題
が
あ
る
が
、
今
後
分
庁
関
係
樹
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け

合
の
一
部
利
用
も
含
め
検
討
し
て
て
い
く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

い
く
、
ま
た
、
観
光
行
政
に
つ
い
た
。
そ
の
他
、
委
員
か
ら
、
不
在

て
は
、
。
国
定
公
園
内
の
た
め
開
発
地
主
所
有
地
の
雑
草
除
去
、
笠
取

規
制
が
厳
し
い
が
、
市
民
の
憩
い
地
区
に
お
け
る
飲
料
水
供
給
施
設

の
場
と
な
る
と
同
時
に
通
過
観
光

‘

の
設
置
等
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ

地
と
な
ら
ぬ
よ
う
施
設
・
行
事
両
れ
ま
し
た
。

面
で
積
極
的
施
策
を
誦
じ
て
い
○
十
一
月
四
日
…
…
建
設
部
関
係
で

き
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
は
、
道
路
舗
装
計
画
等
に
つ
い
て

自
転
軍
の
放
置
は
恋
既
を
妨
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
が
自
転
軍

の
分
だ
け
危
険
な
目
を
し
て
車
道
を

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
放
置
に
対
し
、
市
で
は
こ
れ

ま
で
冒
板
を
つ
か
っ
て
何
度
も
警
告

し
て
い
ま
す
が
、
い
っ
こ
う
に
改
め

・
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
ほ
ど
の
強
制

撤
去
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

自
転
車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民

の
み
な
さ
ん
、
自
転
軍
の
無
責
任
な

眼
よ
放
置
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

や
め
よ
う
、
自
転
車
の

　
　
　
　
路
上
放
置
・
迷
惑
駐
車

た
め
専
門
委
員
会
を
設
置
し
て
お

り
、
こ
の
な
か
で
検
討
し
て
い

き
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

○
十
一
月
五
日
…
…
教
育
委
員
会
関

係
に
入
り
、
冤
道
第
二
小
学
校
の

政
投
資
を
検
討
し
て
お
り
、
国
に

対
し
て
も
、
税
制
度
等
の
構
造
的

・
矛
盾
解
消
に
向
け
て
要
望
を
強
め

コ
て
い
く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
十
一
月
十
五
日
…
…
水
辺
事
菓
会

改
築
お
よ
ぴ
大
久
保
地
域
で
の
幼
叶
等
に
関
し
て
行
わ
れ
、
今
後
の

児
就
園
計
画
等
に
つ
い
て
質
疑
が
．
水
資
源
確
保
の
見
通
し
等
に
つ
い

あ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
冤
逍
て
質
疑
が
あ
り
、
市
か
ら
は
、
昭

第
二
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
移
転

改
築
の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
、

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
五
歳
児
完

5
1
年
度
決
算
の
審
議
か
ら

た
。
恚
損
境
部
で
は
、
救
急
医

療
体
制
の
整
備
と
公
立
総
合
病
院

の
誘
致
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

市
か
ら
は
、
医
療
問
題
懇
談
会
の

場
で
、
救
急
医
療
に
つ
い
。
て
医
療

セ
ン
タ
ー
方
式
で
整
備
す
る
こ
と

質
疑
が
あ
り
、
市
か
ら
は
、
昭
和

四
十
八
年
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
、

市
街
化
区
域
内
の
幅
員
三
・
五
μ

以
上
の
道
路
の
舗
装
を
進
め
て
き

た
が
、
今
後
、
防
災
上
等
必
要
な

箇
所
を
優
先
し
て
進
め
て
い
く
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
福
祉

由
係
に
お
い
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
’
・
‐
ム
の
建
設
等
に
つ
け
で
質

．
．
疑
が
あ
り
、
市
か
ら
は
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
明
星
園
内
に
建
設
す
る

全
貌
園
の
方
針
を
堅
持
す
る
た

め
、
新
設
園
お
よ
ぴ
大
久
保
幼
稚

園
の
遊
戯
室
の
転
用
を
合
わ
せ
検

討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
‐
’
‘

〇
十
一
月
十
四
日
…
…
一
般
会
計
歳

入
等
に
関
し
て
行
わ
れ
、
財
政
基

盤
の
強
化
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
市
か
ら
は
、
昭
和
五
十
三

年
度
か
ら
の
財
政
再
建
計
画
の
な

か
で
茶
の
振
興
等
、
具
体
的
な
行

和
五
十
五
年
ま
で
は
、
第
四
次
拡

張
計
画
の
な
か
で
対
処
で
き
る
が

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
地
下
水

源
の
活
用
等
、
水
道
問
題
懇
談
会

の
場
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
、
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

○
十
一
月
十
六
日
…
…
現
地
調
査
が

行
わ
れ
、
金
井
戸
の
ゴ
ミ
埋
立
処

分
地
、
児
童
数
の
増
加
に
対
処
す

る
た
め
増
築
さ
れ
る
北
宇
治
中
等

の
学
校
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

〇
十
一
月
二
十
一
日
…
…
総
括
質
問

討
論
お
よ
び
採
決
が
行
わ
れ
、
ま

ず
、
総
括
質
問
で
は
、
木
幡
用
山

の
乱
開
発
の
経
過
と
今
後
の
開
発

行
為
に
対
す
る
規
制
策
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
市
か
ら
、
問
題

まあ一杯
事故のもと
飲酒運転追放運動

1
2
月
定
例
会

開
会
中

た
。日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
吸
っ
て
い
る

た
ば
こ
が
学
校
や
保
育
所
の
建
設
、

道
路
の
整
備
、
福
祉
事
業
な
ど
市
民

あ
な
た
は
飲
酒
運
転
の
こ
わ
さ
を

ご
存
知
で
す
か
。

酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
と
、

①
神
経
が
鈍
っ
て
目
が
正
常
に
働
か

な
い
・
ｆ

②
反
応
が
遅
く
な
る

③
抑
制
力
が
き
か
な
く
な
っ
て
大
胆

に
な
る
ヽ

な
ど
の
た
め
に
、
’
事
故
を
未
前
に
防

け
な
か
っ
た
り
、
暴
走
運
転
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
。

飲
酒
運
転
で
ひ
と
た
び
事
故
を
9

こ
せ
ば
、
刑
事
処
分
や
運
転
免
許
の

取
消
し
、
多
額
の
賠
債
金
な
ど
の
制

ｍ
’
ｓ
＾
豊
か
に
す
る
こ
と
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

宇
治
市
外
に
お
勤
め
の
人
も
、
た

ば
こ
は
ぜ
ひ
宇
治
市
内
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

（
市
民
税
課
）

○
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な

○
そ
の
一
杯
こ
と
わ
る

勇
気
が
事
故
を
断
つ

564

議
会
だ
よ
り

駅
前
の

迷
惑
駐
車
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